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論 文 審 査 結 果 要 旨
ア ジアのナイル テ ィラピア(Orθoc伽o〃π∫ηIZo∫∫cκ)(カワスズ メ科)は,ア フ リカのサハ ラ以南お よ
び中東 を起源 とし,フ ィ リピンに も水産業 の振 興 を 目的 として導入 され た。本種 は,当 初養殖 に不向
きなモザ ンビー クティ ラピアに よる遺伝子浸透 に よ り遺伝 的劣化 が生 じたため,外 国の研究機 関の援
助 も得 て選択 交配 あるいは他の進歩的 な育種操作 を通 じた遺伝 的改善が試み られ,複数 の養殖系統(作
出機 関によ りNIFI,ISRAEL,GIFT,GST,HLなどの名称 が与 え られ ている)が 養殖現場 で普及す る
よ うにな った。本研究 は,養 殖 現場で普及 してい るこれ ら諸系統 の遺伝 的多様性 お よび養殖特性 を評
価 し,そ の改良 と維持管理 の方策について提 言 を行 うこ とを 目的 とした もので ある。
は じめ に,表 現型 レベル での系統 差 を検 討す るた め,ア ジアのナイル テ ィラ ピア とレ ッ ドテ ィ ラ
ピアの飼 育性能試験 を様 々な環 境条件下 で実施 してい る。そ の結果,十 分 な栄養 を与 えた条件下 では
NIFI系統 が最 も優れ てお り,低 栄養 条件 下ではISRAEL系統 が最 も優れ てい るこ とを明 らか に した。
低栄 養 と汽水 の飼 育条件下 では,GIFT-GST系統 が他の系統 に比べ 最 も生残率 が高か った。分散 分析
の結果,ほ とん どの表現 型形質は遺伝 的 要因 と環境 要因 また は2つ の要因の相互 作用に よって決 定 さ
れ ている と考 え られ た。
次 に,分 子マ ーカー に よるテ ィラ ヒ.ア養殖 系統 の遺伝 的多様性 評価 につい て は,ミ トコ ン ドリア
DNA分析 の結果,検 出 され た切断型 は これ までにアフ リカの野生集 団で検 出 され た もの とほ とん ど一
致 したが,一 部の系統 では新 たな切断型 も検 出 され た。 この こ とか ら,一 部 にはア フ リカ起源 のナイ
ルテ ィラピア と他種(例 えば,0溜o∬αηわたμ5)との交雑に よって系統 が構成 され てい る場合 もある と
考 え られ た。5マ イ ク ロサテ ライ トDNA座 によって各系統 の遺伝 的変 異性 を検討 した結果,平 均ヘテ
ロ接合体率(He)は,ナ イルテ ィラ ピアではGIFT系統 が最 も高 く(He=0.813),レッ ドテ ィ ラピアで
はNIFI-redが最 も高 か った(0.715)。NIH系統 を除いた全 ての系統 は著 しい ホモ接 合体過剰 を示 し,
近親 交配が生 じている ことが示唆 され た。AMOVA分析 とUPGMA法 に よ り系統 間の遺伝 的分化 の程
度 について定量化 した結果,ナ イル とレ ッ ドの系 統間 に遺伝 的分化 が生 じてい る ことが示 され たが,
その割合 は非 常に低 く(0.18%),遺伝的変異 の大部分 が系統 内の個体 問に存在す るこ とが示唆 され た。
次 に,選 択1世 代,2世 代お よび4世 代のナイル テ ィラ ピア系統の遺伝 的変 異性の継代 的変化 につ
いて,5マ イ クロサテ ライ トDNA座 を指標 として調べた ところ,選 択 された系統で は平均 ア リル数お
よび平均ヘ テ ロ接 合体率 が明 らかに低下 していた。近交係数 の4世 代 目にお ける上昇率 は選択 区で98
%,非 選択 区で64.2%と明 らかに選択 区で上昇 の程度 が高い こ とが示 され た。 この結果 か ら,マ イ ク
ロサ テ ライ トDNAマ ーカー を用 い たモ ニタ リングは必須 で あ り,近 親 交配 を最 小化す る上 で も有効
で あるこ とが示唆 され た。
本研究 は,フ ィ リピンのテ ィラ ピア養殖諸系統 にお け る遺伝 的多様性 レベルお よび継 代に伴 う近交
係数 の顕著 な上昇,マ ー カー ア リル頻 度の変化 な ど集 団内で発 生 して いる多 くの知 見を明 らかにす る
とともに,遺 伝 的 多様性 の低 下防止 にお け るDNAマ ーカー によるモニ ター の重 要性 を示 した。本研
究 において提示 され たテ ィ ラピア養殖 系統のDNAレ ベル での基礎 的デー タは,テ ィラピア養殖 系統
の遺伝 的管理保 全方策 な らび に遺伝 的改 良指針 の策定 において有効 な情報 を提供す るもので あ り,高
く評価 され る。 よって,審査員 一同は,これ を博 士(農 学)の 学位 を授与す るに値す るもの と判 定 した。
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